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＜連絡事項＞
・麻薬貼り替えの際は、Ａユニットの人は剥いだ記録を記載しＢユニットの人は貼付
　した記録をするように周知お願いします。
・検査スピッツ見本一覧があるので、検査の佐藤さん不在の場合は一覧を参考に
　用意するようにお願いします。
・リーダについた人は、西病棟へ転出の際は病床管理に番号が記載されているので、その順に転出調整して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・木村　格治様～臨時薬フルニトラゼパム（1）1T　1×vds　14日分処方となる。
・松浦　末太郎様～持参薬の抑肝散は当院処方に切り替えとなり、13日分処方となる。
・袴田　将志様～不眠時ハルラック（0.125）・レボトミン　頭痛時メイラックス（1）
3回分処方となる。　
・越後　京子様～療養環境変更調整の為、東Aユニットから北病棟へ転出となる。
・上神田　實様～療養環境変更調整の為、東Cユニットから南Ⅾユニットへ転出
　　　　　　　　となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。妄想発言聞かれているが、対面時は不穏さ無く疎通良好。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。開放中はシャドーボクシングをしている様子見られるが
他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放中は、ホール内奇声をあげ徘徊見られ、他者干渉あり介入要すが制止できず
　　　　　　　早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。ドア蹴り・壁蹴り頻回にあるが、傾聴にて一時的に落ち着きみられる。幻聴に関する訴えは聞かれず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサインに異常はない。面会時持ち込みのおやつ摂取している。
・鹿原　博夫様～痰鳴あり、適宜吸引施行している。血圧低値で経過。
・十日市　伸子様～バイタルサインに異常はない。頸部からの浸出液少量あり、疼痛は持続している。
・藤井　孝蔵様～左大腿部の腫脹は持続しているが、軽減傾向。
・山本　真智子様～落ち着き無くユニット内歩いている。衝動行為はみられない。

・高橋　良美様～帰宅要求や介入に対する抵抗・易怒性はない。
＜皮膚科診察情報＞
・下村　慶子様～プレドニゾロン中止、タベジール（1）2×朝・夕　7日分処方。
・小向　静江様～左踵は治癒となっている。

